
《社会あ るところ,法 あ り》

小 暮 得 雄

◇…春あ さい某 日,片 雲 の風に誘われて,美 唄の宮 島沼にあそぶ。名に しお う野鳥

の天国とあって,マ ガソや ヒシクイ,オ オハクチ ョウなど,優 に三万羽を こえる鳥た

ちが群れ集い,ま ことに壮観である。夕 ぐれどきともなると,天 か ら降 って湧いた よ

うな大編隊が,ク ラソク状や逆V字 型の隊列を組んで,空 を舞 う。 目を凝 らせば,鳥

たちの位置 には程 よい間隔 と段差があって,ど の鳥 も視界 を遮 ぎられることがな く,

仲間の風圧 をもろに受け ることもない。何 と合理的な飛び方だろう。 これが 自然界 の

秩序 とい うものだ ろうか。感に堪えて見ていると,や がて,か りがねの一団はは るば

ると沈んで,そ れぞれのテ リトリーに着水 した。

◇…残念ながら,万 物 の霊長である人間は,す でに太古のむか し,か くも美事な自

然 の秩序原理 を失 なって しまった。人間はその才智 と強 い自我のゆえに,た えまのな

い競 りあいや確執,葛 藤 を招 くことになる。 こんな状態 を,あ る学者は"万 人の万人

に対する争 い"と 表現 した。人類 にとっての幸いは、そんな気の滅いるような状態か

ら脱却す る知恵を人が併せ もっていた ことであろ う。人は孤な らず,つ ねに社会 をつ

くり,社 会 はおのずから規範を生む。"社 会 あるところ法あ り"と い う法格言は,そ

の辺 の消息 を指 している。

◇…人の生活圏の拡大にともない,野 生の領域は しだいにせばめ られてゆ く。それ

は,い いかえれば,人 間界を律す る法の領域 と,野 生を支配する自然の秩序原理 との

摩擦,と して把え られ るであろ う。両者 が相剋す るとき,法 は自然の秩序を支配 し,

自己の論理 に したがって,こ れを管理 しようとする。 とはいえ,か りにも野生 との共

存 を唱えるのであれば,自 然 を法体系の中に抱え こんで,一 方的に屈従 を強い ること

は許 されない。人間だけが地球の主人公ではないのだから………。

◇ … じつは,法 の領域に も,古 くか らく 自然法 〉とい う概念があった。それは人間

をとりまく自然界についての法ではな く,時 と所 をこえた永久に して普遍的な法 を意

味 している。たとえば"人 を殺すなかれ"と い う規範は典型的な自然法 と考え られて

きたが,戦 乱や抗争 に明け暮れる世界の現状をみ ると,ほ んとうにそんな不変 の法が

あ るのかは,か な り疑わ しい。いま,求 められているものは,自 然 の摂理 に学 びなが

ら,賢 明に自然 と共生する,こ とばの真の意味での"自 然"法 であろ う。

◇…やがて水温 むころ,沼 を埋 めた鳥 の大群は,は るか北帰行 へと旅だつ。いった

い,誰 がその時機 をきめ るのだろうか?た またま視聴 した クイズ番組の解説 によれば
,

血気盛んな若鳥の向 うみずな"一 一翔"が,そ の きっかけになるという。 自然の秩序が

こんなハプニソグに促 されて形 づ くられ るところが,実 におもしろい。

こ ぐ れ と く お

本 協 会 会 長,北 大 法 学 部 教 授 。 専 攻 は 刑 事

法 学 。 深 い 森 が 好 き で,折 に ふ れ て 野 幌 原 始

林 の 散 策 を 楽 しむ 。 ほ か に,日 本 自 然 保 護 協

会 評 議 員,オ ホ ー ツ ク 自然 の村 評 議 員 長 な ど 。


